
ロ ニ´ 嘔
ロ

明治11年「官省上申指令書留」(11581)よ り

司 ― li・ l・

'■
 ・

ず
=―
脩一驚

撼二4■・・

たt]i=i厖
即

腐

米

改

良

「
稲
架

稲

小

屋
図

面
」

明
治
初
頭
の
秋
田
県
で
は
、
腐
米
と
呼
ば
れ
る

臭
気
を
帯
び
た
粗
悪
米
の
発
生
が
重
大
な
問
題
で

あ

っ
た
。
腐
米
は
、
天
候
の
悪
さ
や
収
穫
後
の
乾

燥
不
十
分
等
に
よ
る
湿
気
が
原
因
で
生
じ
た
。

秋
田
県
は
、
明
治
十

一

（
一
八
七
八
）
年

一
月
、

内
務
省
に
腐
米
発
生
の
実
情
を
上
申
し
、
改
良
事

業
資
金
借
用
を
願
い
出
た
。
当
初
の
勧
農
局
の
試

験
方
針
は
、
特
に
腐
米
発
生
の
著
し
い
二
、
三
か

村
で
の
実
施
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
秋
田
県

は
同
年
四
月
二
十
日
、
内
務
省
に
県
南
三
郡
十
五

か
村
で
の
改
良
試
験
実
施
を
上
申
し
た
。
そ
の
際
、

十
五
か
村
で
の
実
施
を
想
定
し
て
、
試
験
方
法
や

絵
図
面
、
統
計
表
が
七
種
類
添
付
さ
れ
た
。

上
の
絵
図
は
、
そ
の
内
の

「稲
架
稲
小
屋
図
面
」

で
あ
る
。
「
口
号
」
が
改
良
型
の
稲
架
掛
け
、
「
ロ

号
ノ
附
属
」
が
旧
来
型
の
稲
架
掛
け
で
あ
る
。
稲

架
改
良
に
よ
る
稲
穂
乾
燥
の
徹
底
が
腐
米
改
良
事

業
の
根
本
だ

っ
た
こ
と
が
視
覚
的
に
わ
か
る
。

秋
田
県
が
希
望
し
た
県
内
十
五
か
村
で
の
試
験

実
施
は
内
務
省
の
許
可
を
得
な
か

っ
た
が
、
四
月

二
十
日
の
上
申
書
は
腐
米
改
良
の
具
体
的
な
実
施

方
法
を
初
め
て
政
府
に
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（公
文
書
課
　
柴
田
　
知
彰
）



公
文
書
館
の

『
研
究
紀
要
』
創
刊
号

を
拝
読
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
主
導
型

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
論
に
吉
言
を
呈
し
た

寿
松
木
次
長
の
巻
頭
論
文
を
は
じ
め
、

所
蔵
資
料
の
歴
史
的
性
格
の
解
明
を
め

ざ
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
御
論
考
は
、
発
足

し
た
ば
か
り
の
新
機
関
の
意
気
込
み
を

感
じ
さ
せ
る
十
分
に
刺
激
的
な
内
容
で

あ

っ
た
。
そ
の
所
蔵
す
る
資
料
に
精
通

し
て
お
く
こ
と
は
、
資
料
保
存
の
機
関

に
勤
務
す
る
職
員
と
し
て
は
ぜ
ひ
と
も

必
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
こ

う
し
た
調
査
研
究
的
な
作
業
が
タ
ブ
ー

視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
ま
さ

に

『紀
要
』
の
発
行
は
、
同
館
の
め
ざ

す
方
向
を
示
す
も
の
と
し
て
意
義
あ
る

こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

そ
こ
で
、
私
は
こ
の
小
文
で

一
つ
の

こ
と
を
、
期
待
を
こ
め
て
お
願
い
し
た

い
と
思
う
。

そ
れ
は
、
資
料
の
整
理
に
か
か
わ
る

問
題
で
あ
る
。
資
料
を
広
く
利
用
者

ヘ

提
供
す
る
た
め
に
は
統

一
的
な
観
点
で

編
集
さ
れ
た
目
録
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
は
全
館
的
な

課
題
と
し
て
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
完
成
す
る
ま
で
の
間

は
県
立
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
旧
所

蔵
館
で
作
成
さ
れ
た
も
の
が
川
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
私
が

勤
務
す
る
博
物
館
の
日
録
を
は
じ
め
と

し
て
旧
所
蔵
館
で
作
成
さ
れ
た
も
の
に

は
問
題
が
少
な
く
な
い
。
近
世
の
文
書

の
数
は
膨
大
で
種
類
も
多
様
で
あ
る
た

め
、
資
料
名
の
つ
け
方
が
不
統

一
に
な
っ

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
整
理
担
当
者

が
最
も
安
心
し
て
採
用
す
る
簡
便
な
方

法
は
、
資
料
の
内
題
や
外
題
を
そ
の
ま

ま
資
料
名
と
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
が
、

こ
れ
と
て
も
必
ず
し
も
正
し
い
方
法
と

は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
よ
く
目
録

に
登
場
す
る
語
に

「
覚
」
が
あ
る
。
し

か
し
こ
の
語
は
、
上
は
藩
役
人
の
通
達

文
か
ら
下
は
庶
民
間
の
請
求
書
に
至
る

ま
で
、
多
様
に
使
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、

「
覚
」
と
標
題
を
た
て
、
別
項
で
そ
の

内
容
説
明
を
し
て
も
正
し
く
そ
の
資
料

を
整
理
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
や

は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
の
形
態
と
機
能

に
着
日
し
て
資
料
名
を
決
定
す
べ
き
だ

ス
イ
つ
。
た
と
え
ば
、
農
民
か
ら
藩
役
人
に
出

さ
れ
る
上
申
書
で
も
、
願
い
事
を
記
し

た

「願
書
」
、
上
か
ら
の
尋
間
に
答
え

た

「
届
書
」
、
命
令
を
承
知
し
た
と
い

う
意
を
示
し
た

「請
書
」
な
ど
に
分
類

で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
内
題
を
と
れ
ば

「乍
恐
…
…
」
「
以
書
付
…
…
」
な
ど
と

な
る
が
、
そ
の
機
能
と
書
留
の
文
言
に

共
通
す
る
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
統

一
し
た
名
称
で
標
記
さ
れ
る

こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
文
書
の
形
式
化
は
、
そ
れ

こ
そ

「
公
文
書
」
で
あ
る
藩
政
文
書
に

顕
著
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
作
成
さ
れ
て
き
た
歴
史
資
料
の
目

録
に
は
、
こ
う
し
た
点

へ
の
目
く
ば
り

が
た
り
な
か

っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
秋
田
の
近
世
資
料

学
を
進
め
る
こ
と
を
不
可
欠
と
し
て
い

る
。
そ
の
点
で
は
、
多
く
の
文
書
群
に

接
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
ス
タ
ッ
フ

の
手
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
理
想
的
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
課
題
克
服
の
実

現
に
む
け
て
、
公
文
書
館
が
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
と
り
、
秋
田
の
近
世
文
書
の
分

類
に

一
つ
の
試
論
を
提
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

（秋
田
県
立
博
物
館
　
学
芸
主
事
）

秋
田
近
世
文
書
学

へ
の
提
言
を

御直山木山絵図 (男鹿全島・山本郡)
(山 ロー郷家資料)
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昭
和
三
十
年
、
県
は
、
印
刷
物

・
ラ

ジ
オ
に
加
え
、
県
行
政
の
広
報
媒
体
と

し
て
映
画
を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
映
画
に
は
文
字
が
読
め
な
く
て
も
、

言
葉
が
理
解
で
き
な
く
て
も
分
か
る
と

い
う
特
性
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特

に
農
山
村
が
多
く
産
業
後
進
県
で
あ

っ

た
本
県
に
お
い
て
は
、
単
に
官
庁
Ｐ
Ｒ

の
み
で
な
く
、
生
活

。
文
化

・
技
術
等

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

っ
て
県
民
を
啓

発
、
指
導
す
る
こ
と
が
、
当
時
重
要
な

課
題
で
あ

っ
た
。
折
し
も
池
田
県
政
に

代
わ

っ
て
登
場
し
た
小
畑
知
事
は
、
食

糧
増
産
を
始
め
豊
富
な
地
下
資
源

・
森

林
資
源
を
開
発
し
、
各
種
産
業
の
急
速

な
進
展
を
図
り
、
県
民
経
済
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
三
十

一
年
度
を
初
年
度
と

す
る
総
合
振
興
五
カ
年
計
画
を
策
定
し

た
。
計
画
達
成
に
は
、
財
政
の
投
融
資

だ
け
で
は
困
難
で
、
県
民

一
人
ひ
と
り

の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠

と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
近
代
感

覚
に
マ
ッ
チ
し
、
し
か
も
文
化
の
恩
恵

を
均
霧
さ
せ

つ
つ
県
行
政
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
県
政
映
画
は
、
有
効

な
広
報
手
段
と
し
て
魅
力
が
あ

っ
た
。

当
時
県
は
１６
ミ
リ
撮
影
機
を
所
有
し

そ
の
技
術
者
も
い
た
の
で
当
初
か
ら
自

主
製
作
で
あ

っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
県

政
ト
ピ

ッ
ク
ス
、
秋
田
県

ニ
ュ
ー
ス
な

ど
も
あ

っ
た
が
、
結
局
記
念
す
べ
き
第

一
号
は
、
三
十
年
六
月

「県
政
だ
よ
り
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
三
十
二
年
五
月
か

ら
は

「
県
政

ニ
ュ
ー
ス
」
と
改
め
ら
れ

た
０
‐６
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
は
、
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー

（三
十
六
年
度
か
ら
八
地

域
）
、
日
米
文
化
会
館
、
県
民
ホ
ー
ル

な
ど
県
内
十
二
カ
所
に
備
え
付
け
ら
れ
、

市
町
村

。
公
民
館
、
学
校
、
各
種
団
体

へ
貸
し
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
三
十

一
年

度
か
ら
は
３５
ミ
リ
判
も
作
成
さ
れ
、
最

盛
時
八
十
七
の
県
内
映
画
館

で
上
映
、

多
く
の
県
民
が
観
賞
し
た
。
三
十
二
年

十

一
月
か
ら
は
、
南
米

・
北
海
道

。
東

京

・
大
阪
各
県
人
会
等
九
カ
所
に
上
映

済

フ
ィ
ル
ム
を
寄
贈
し
た
。

こ
れ
は
、

県
外
や
国
外
の
県
出
身
者
に
対
し
県
の

現
況
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
、
単
に
望
郷

心
を
満
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
県
政
に

直
接
間
接
の
協
力
が
期
待
で
き
る
と
思

わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
南
米
そ
の

他
の
県
人
会
に
対
し
て
は
、
県
庁
の
建

築
資
金
寄
付
に
対
す
る
謝
意
の
表
明
に

も
な

っ
た
。
な
お
、
南
米
移
民
向
け
に

は
三
十
五
年
二
月
、
県
政
映
画
を
再
編

集
し
た

「伸
び
ゆ
く
秋
田
」
を
寄
贈
し

た
。
四
十
八
年
度
に
は
カ
ラ
ー
化
さ
れ
、

五
十
四
年
度
に
は
タ
イ
ト
ル
も

「
県
政

こ
の

一
年
」
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
五

十
六
年
度
か
ら
は
製
作
も
全
面
的
に
県

内
テ
レ
ビ
会
社
に
委
託
さ
れ
た
。

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ

・

新
聞

・
電
光

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
広
報
媒

体
の
主
座
を
譲

っ
た
が
、
今
日
県
政
映

画
は
、
第

一
号
以
来
約
四
十
年
間
の
県

及
び
県
民
の
足
跡
を
伝
え
る
重
要
な
記

録
で
も
あ
り
、
映
像
に
よ
り
時
代
の
世

相

・
風
土

・
風
習
な
ど
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
学
術
的

・
文
化
的
に
も
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
当
館
は
県
政
映
画
の

‐６
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
を
延
べ
百
九
十
七
本

所
蔵
し
て
い
る

（残
念
な
が
ら
初
期
の

第

一
。
三

・
四
号
は
失
わ
れ
て
い
る
）
。

こ
の
中
に
は
フ
ィ
ル
ム
が
劣
化
し
損
耗

が
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
当
館

で
は
こ
れ
を
補
修
し
良
好
な
状
態
で
保

存
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
県
政
映
画
は
今
年
度
ま
で
九

十
八
本
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
に
転
換
さ
れ
、

当
館
設
置
の
ビ
デ
オ
シ
ア
タ
ー
で
上
映
、

か

つ
必
要
な
場
合
は
ダ
ビ
ン
グ
し
て
提

供
す
る
な
ど
、
今
新
た
な
形
で
甦
り
、

広
く
県
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

（公
文
書
課
長
　
小
玉
　
誠

一
郎
）

甦

る

県

政

映

画

16ミ リフィルムと複製ビデオ

初期の県政映画



『
渋
江
和
光
日
記
』

―
―
秋
田
藩
御
相
手
番
の
日
記
―
―

『
渋
江
和
光
日
記
』
は
、
秋
田
藩
の

御
相
手
番

（家
老
に
次
ぐ
役
職
）
と
し

て
活
躍
し
た
渋
江
堅
治
和
光
の
日
記
で

あ
る
。　
一
部
欠
本
は
あ
る
が
、
原
本
九

八
冊
は
文
化
十

一
年

（
一
八

一
四
）
正

月
か
ら
天
保
十
年

（
一
八
二
九
）
十
二

月
ま
で
、
二
六
年
間
に
わ
た

っ
て
記
さ

れ
て
い
る
。

大
き
さ
は
縦
二
三
、
五
セ
ン
チ
×
横

一
六
、
五
セ
ン
チ
。　
一
年
分
が
春
夏
秋

冬
の
四
冊
に
な

っ
て
い
る
。
茶
色
の
外

表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
原
本
の
表

紙
は
本
文
と
同
じ
和
紙
で
、
各
冊
と
も

年
号

。
年
次

・
十
支

・
月
ご
と
の
重
要

事
項
が
記
さ
れ
、
左
下
隅
に
和
光
の
花

押
が
あ
る
。
ま
た
八
九
冊
日
以
降
は
右

下
隅
に

「
仁
泉
舎
之
記
」
と
あ
る
。

昭
和
五
年
秋
田
図
書
館
の
所
蔵
と
な

り
、
平
成
五
年
の
開
館
に
伴

っ
て
当
館

に
移
管
さ
れ
た
。
請
求
記
号
は
Ａ
二
八

九
―
三

一
九
―

一
～
九
八
。

〇
渋
江
和
光
に
つ
い
て

渋
江
和
光
は
寛
政
三
年

（
一
七
九

こ

光
成
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
享
和

二
年

（
一
八
０
三
）
本
家
敦
光
の
―養
子

と
な
り
、
同
年
敦
光
の
死
後
家
督
を
相

続
。
文
化
元
年

（
一
八
０
四
）
出
仕
、

時
の
藩
主
九
代
義
和
よ
り

「
和

一
の

一

字
を
与
え
ら
れ
た

（
『
御
亀
鑑
』
秋
府

．
〓

、
同
年
四
月

一
口
条
）。

文
化
四
年
～
文
政
四
年
２

八
二

一
Ｙ

文
政
十
年
～
文
政
十

一
年

・
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）
～
天
保
八
年

の
三
度
、

延
べ
二
三
年
に
わ
た

っ
て
御
相
手
番
を

勤
め
た
。

天
保
八
年
六
月
、
嫡
子
貞
治
に
家
督

を
譲
り
隠
居
、
同
年
八
月
濁
川
の
居
宅

（仁
泉
舎
）
に
移
り
、
天
保
十
四
年

（
一

八
四
三
）
五
三
歳

で
没
。
『
渋
江
和
光

目
記
』
は
、
和
光
二
四
歳
か
ら
四
九
歳

ま
で
の
国
記
で
あ
る
。

０

『
渋
江
和
光
目
記
』
の
内
容

□
記
の
内
容
は
和
光
の
公
的
立
場
に

関
わ
る
記
事

（御
相
手
番

・
刈
和
野
支

配
等
）
や
私
的
記
事

（
一
族
の
動
静

・

他
家
と
の
交
際

・
諸
行
事
）
な
ど
多
方

面
に
わ
た
り
、
天
保

一
揆
や
大
塩
平
八

郎
の
事
件
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

特
に
御
相
手
番
同
士
が
連
絡
を
取
り

合

っ
た

「
回
文
」
が
数
多
く

引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
日
記
の
特
色

で
あ
る
。

ま
た
秋
田
藩
士
の
生
活
に
化

政
期
の
文
化
が
ど
の
よ
う
に

反
映
し
て
い
る
か
を
知
る
う

え
で
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。

文
化
十

一
年
正
月
元
日
条

は

「
御
在
国

二
候
得
と
も
、

忌
中
故
登
　
城
不
致
候
」
で

始
ま
る
。
前
年
十
二
月
二
十

四
日
に
妻
を
亡
く
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）

『
渋
江
和
光
日
記
』
頒
布
の
ご
案
内

前
回

『御
亀
鑑
』
刊
行
に
際
し
て
は
、

せ

っ
か
く
県
費
を
投
入
し
て
刊
行
し
た

貴
重
な
図
書
を
関
係
機
関
に
配
布
す
る

の
み
で
、
希
望
者
に
頒
布
で
き
る
措
置

が
と
れ
な
か

っ
た
た
め
、
人
手
を
希
望

さ
れ
る
研
究
者
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ず
、
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
新
シ
リ
ー

ズ
か
ら
、
毎
年
希
望
者
に
予
約
申
込
に

よ
る
頒
布
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
か
ら
活
字
の
ポ
イ
ン
ト

を
上
げ
、
句
点

つ
き
と
す
る
な
ど
画
期

的
に
読
み
や
す
さ
を
図

っ
て
い
ま
す
。

―
予
約
申
込
等
は
八
頁
に
記
載
―

『渋江和光日記』の巻構成

刊行本 原木(冊 代年

第 1巻 11～ 10
第 2巻 111～ 21

文化11年正月～文化13年 6月

文化13年 7月 ～文政 2年 3月

第 3巻  22～ 29 文政 2年 4月 ～文政 4年 9り」
巻 ‐30～ 38第 4 文政 4年 10月 ～文政 7年 6月

第 5巻 139～ 46

第 6巻 147～ 55

文政 7年 7月 ～文政 9年 6月

文政 9年 7月 ～文政11年 9月

第 7巻

第 8巻

56-ウ 64

65-72

文政11年 10月 ～天保 2年 3月

天保 2年 4月 ～天保 4年 6月

第 9巻 173～ 78 天保 4年 7月 ～天保 5年 12月

岬 9‐
第11巻 187～ 93

天保 6年正月～天保 7年 12月

天保 8年二月～天保 9年 9月

第12巻 94-98 天保 9年 10月 ～天保10年 12月

渋江和光日記 (原本)の一部

(4)



貴
重
文
書
書
庫

・

・

・
　

・

一

一

・
．一・

一
一

脚一動一嗜一一一一一一「一

古
文
書
課
が
整
理
を
担
当
し
て
い
る

資
料
は
以
ド
に
大
別
で
き
る
。

Ｏ
秋
田
県
庁
記
録
書
庫
よ
り
の
移
管

資
料

（約
二
千
点
）

⑦
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
よ
り
の
移

管
資
料

（約
四
万
三
千
点
）

０
秋
田
県
立
博
物
館
よ
り
の
移
管
資

料

（約
二
千
点
）

○
開
館
後
の
収
集
資
料

（寄
贈
）

こ
の
う
ち
、
現
在
閲
覧
で
き
る
の
は

○
～
０
で
あ
り
、
大
部
分
は
旧
所
蔵
機

関
作
成
の
目
録
を
利
用
し
て
い
る
。

⑦
は
簿
冊

。
一
紙
文
書

・
絵
図
等
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
⑦
は
佐
竹
文
庫

（宗
家

・
西
家

・
北
家
）
・
戸
村
文
庫

・

東
山
文
庫

・
山
崎
文
庫
の
よ
う
に
文
書

群
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
、

一
般
郷
土
資
料

（
Ａ
記
号
）
。
混
架
資

料
等
が
あ
る
。
大
部
分
は
Ｎ
Ｄ
Ｃ
分
類

に
秋
田
図
書
館
の
基
準
を
加
味
し
た
も

の
、　
つ
ま
り
図
書
資
料
と
し
て
分
類
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｏ
は
松
本
仲
蔵
家

資
料

・
佐
々
木
新

一
家
資
料
等
、
家
ご

と
に
県
立
博
物
館
の
基
準
で
分
類
さ
れ

て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
当
館
古
文
書
課
の
大

き
な
課
題
の

一
つ
が
、
独
自
の
目
録
を

作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

当
館
所
蔵
の
古
文
書
に
は
秋
田
藩
に

関
す
る
も
の
が
多
い
。
⑦
の
旧
県
庁
文

書
と
⑦
の
佐
竹
文
庫

（宗
家
）
は
、
廃

藩
置
県
を
経
て
秋
田
県
と
佐
竹
氏
に
分

か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
佐
竹
氏
分
は
昭

和
二
九
年
に
秋
田
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、

佐
竹
文
庫

（宗
家
）
と
命
名
さ
れ
た
。

ま
た
⑦
の
Ａ
記
号
の
中
に
は
、
秋
田
藩

↓
秋
田
県
↓
秋
田
図
書
館
、
秋
田
藩
↓

個
人
蔵
↓
秋
田
図
書
館
と
伝
わ

っ
た
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
に
は

『秋

御絵図御用留書 (県 A88)

所蔵資料の概要

厚181落島,しあllli≧m、き澁
嬉

佐竹文庫(宗家)・ 佐竹文庫(西家)。 佐竹文庫(北家)。

戸村文庫・岡文庫・狩野文庫 。東山文庫・山崎文

庫 。石井忠行文書 。大窪文書 。湊文書・落穂文庫・

安東家文書・渡部斧松文書・菊池文庫・秋林文庫・

□口文庫・長岐文書・小坂町文書・塙村文書・白鳥

家文書・沼田村文書 。一般郷土資料(A記号)。 混架
資料・弥高文庫 。平田文庫・貴重書・絵図(独立)・

加賀谷家文書

はlV:緊詈鼻鞘蔦撃1高 I畠冤量某嘉象基倉T吾邊|

真人家資料・田中時雄家資料・山ロー郷家資料  |

博
物
館

田
藩
家
蔵
文
書
』
や
元
禄
期

。
文
化
期

提
出
の
藩
士
の
系
図
等
が
あ
り
、
こ
れ

ら
の
利
用
頻
度
は
き
わ
め
て
高
い
。
後

者
に
は

『梅
津
政
景
日
記
』
等
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
伝
来
の
過
程
は
明

ら
か
に
で
き
な
い
ま
ま
閲
覧
に
供
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
⑦
は
形
態
別
に
分
類
さ
れ
て
い

る
が
、
相
互
の
関
連
づ
け
は
で
き
て
い

な
い
。
た
と
え
ば
県
Ｃ
の
絵
図
の
作
成

過
程
が
わ
か
る
資
料
が
県
Ａ

・
Ｂ
に
含

ま
れ
て
い
て
も
、
現
在
の
目
録
で
は
そ

れ
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
再
整
理

の
研
究
―
秋
田
藩
教
学
史
料
と
し
て
の

位
置
―
」
（加
藤
民
夫
）
。
「
館
蔵
史
料

の
伝
来
と
再
整
理
に

つ
い
て
の
覚
書
」

（菊
池
保
男
）
は
、
新
し
い
目
録
を
作

成
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
の

一
部
を
紹

介
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
『
加
賀
谷
家

文
書
目
録
』

（平
成
七
年
二
月
）

は
、

秋
田
図
書
館
か
ら
未
整
理
の
ま
ま
移
管

さ
れ
た
も
の
を
、
当
館
の
基
準
で
分
類

し
た
も
の
で
あ
る
。

（古
文
書
課
　
伊
藤
　
勝
美
）

す
る
こ
と
は
、
「県
庁
文
書
」

と
し
て
伝
来
し
た
文
書
群
の

歴
史
的
性
格
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
に
伝
来
の
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

文
書
の
再
整
理
↓
新
し
い
目

録
の
作
成
の
上
で
不
可
欠
の

仕
事
で
あ
る
。
ま
た
、
分
類

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
解
体
さ

れ
て
し
ま

っ
た
文
書
の
本
来

の
ま
と
ま
り
を

「
復
元
」
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

当
館
の

『
研
究
紀
要
』
創

刊
号

（平
成
七
年
二
月
）
所

収

の
論
文

「
『
野
上
文
書
』

(5)



明
治
十
年
代

秋

田

の

勧

農

政

策

明
治
政
府
は
殖
産
興
業
に
力
を
注
ぎ
、

近
代
産
業
を
育
成
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

農
業
で
も
欧
米
の
技
術
を
取
り
入
れ
た

近
代
化
を
す
す
め
ま
し
た
。
し
か
し
明

治
十
年
代
に
入
る
と
、
政
府
は
老
農
を

積
極
的
に
組
織
化
し
て
、
在
来
農
法
の

Ｔ
夫
と
改
善
に
よ

っ
て
地
域
の
実
情
に

即
応
し
た
農
業
を
行
う
方
向
に
転
換
し

ま
し
た
。
老
農
た
ち
を
推
進
主
体
と
し

た
各
種
の
博
覧
会
、
種
苗
交
換
会
、
農

談
会
、
年
報
等
を
通
じ
て
よ
り
先
進
的

な
情
報
を
交
換
、
各
種
の
試
験
場
な
ど

の
研
究
施
設
を
設
置
し
て
の
地
域
に
即

し
た
品
種
改
良
な
ど
、
大
筋
で
は
国
の

農
業
政
策
の
方
針
に

規
定
さ
れ
な
が
ら
も
、

そ
こ
に
は
秋
田
県
の

地
域
性
に
即
し
た
特

色
あ
る
勧
農
政
策
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で

は
、
こ
の
明
治
十
年

代
の
勧
農
政
策
の
中

か
ら
、
次
の
五

つ
の

政
策
面
を
取
り
上
げ
て
展
示
い
た
し
ま

し
た
。
勧
業
試
験
場
、
腐
米
改
良
事
業
、

養
蚕
業
の
進
展
、
農
業
統
計
の
は
じ
ま

り
、
勧
農
推
進
の
仕
組
み
の
五
つ
で
す
。

そ
の
ほ
か
五

つ
の
小

コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ま
し
た
。
会
期
は
前
期
が
八
月
二
十
五

日

（金
）
～
九
月
二
十

一
日

（木
）
ま

で

（後
期
は
十

一
月
二
日
～
二
十
二
日

ま
で
の
予
定
）
、
本
館
三
階
特
別
展
示

室
で
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
、

休
館
日
を
除
き
開
場
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
五

つ
の
展
示
に
即
し
て
概

要
を
簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
勧
業

試
験
場
で
は
、
西
洋
農
法

。
県
外
先
進

農
法
を
導
入
す
る
た
め
、
各
種
試
験
場

を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
県
の
各
機

関
の
紹
介
と
作
物

・
家
畜

。
農
具
等
の

試
作
試
用
例
、
各
郡
の
植
物
試
験
場
、

そ
の
後
の
自
由
試
験
場

の
開
設
な
ど
、

地
域
に
適
し
た
作
物
栽
培
の
試
み
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

腐
米
改
良
事
業
で
は
、
県
南
三
郡
を

中
心
と
し
て
稲
の
乾
燥
法
の
改
善
に
よ
っ

て
、
秋
田
産
米
の
価
値
と
評
価
を
低
下

さ
せ
て
い
た
粗
悪
米
を
な
く
す
る
当
時

の
課
題
を

一
例
に
あ
げ
ま
し
た
。

養
蚕
業
の
進
展
で
は
、
輸
出
産
品
と

し
て
知
ら
れ
る
蚕
種
の
製
造
を
本
県
で

も
積
極
的
に
力
を
入
れ
、
川
尻
組
な
ど

の
蚕
種
製
造
組
合
が

つ
く
ら
れ
た
動
き

を
紹
介
し
ま
し
た
。

農
業
統
計
の
は
じ
ま
り
で
は
、
農
業

政
策
推
進
の
た
め
、
各
地
の
農
生
産
物

の
実
態
な
ど
を
掌
握
す
る
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
て
い
こ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
報
告
書
と
関
連
資
料
が
当
時
の
農

業
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
を

実
例
で
示
し
ま
し
た
。

勧
農
推
進
の
仕
組
み
で
は
、
勧
農
の

た
め
の
下
部
組
織
の
変
遷
、
大
農
区

・

小
農
区
な
ど
勧
農
行
政
区
画
、
勧
業
諮

問
会

・
勧
業
会
、
種
苗
交
換
会

・
農
談

会
な
ど
、
農
業
の
振
興
策
を
立
案

。
実

行
し
よ
う
と
し
た
県
の
具
体
的
勧
農
組

織
の
変
遷
を
表
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
小

コ
ー
ナ
ー
で
は
県
庁
勧

農
行
政
の
変
遷
、
秋
成
社
の
活
動
、
有

害
対
象
稲
虫

の
実
例
、
「
勧
業
意
見
」

の
紹
介
、
農
書
の
調
査
な
ど
を
展
示
し

ま
し
た
。

こ
の
明
治
十
年
代
の
展
示
を
通
じ
て
、

勧
農
政
策
資
料
に
興
味
を
も
た
れ
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
本
館
所
蔵
の
公
文
書
等

が
よ
り
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
願

っ
て
展
示
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

（公
文
書
課
　
一局
橋
　
務
）

l llll■ :ll11 1 1■ 11

川尻組のローマ字入り蚕卵紙

(明治11年 )

種苗交換会施行手続き (明治 14年 )
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秋
田
県
由
利
郡
象
潟
町

由
利
郡
象
潟
町
は
藩
政
期
に
は
天
領

と
本
荘

・
矢
島
藩
の
領
地
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
。
明
治
二
十
九
年

（二
八
九

一０

に
汐
越
村
か
ら
象
潟
町
と
な
り
、

昭
和
三
十
年
に
上
郷
村

・
上
浜
村
と
合

併
し
新
し
い
象
潟
町
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
は

『
象
潟
町
史
』

が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す

（昭
和
四
十
八

年
再
刊
）
。
以
後
、
昭
和
五
十
五
年
か

ら
新
た
に
町
内
の
史
料
所
在
調
査
が
進

め
ら
れ
、
平
成
三
年
に

『象
潟
町
資
料

古
文
書
所
在
日
録
』
第

一
集
刊
行
、
平

成
八
年
度
か
ら
の
新

『
町
史
』
刊
行
に

向
け
て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
十
数
年
に
わ
た

っ
て
新

『
町
史
』
刊

行
に
向
け
て
の
所
在
調
査

・
史
料
収
集

（複
製
物
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業
は
町
当
局
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
町
内
の
所
蔵
者
の
史
料
保

存
に
対
す
る
熱
意
が
大
き
な
支
え
と

な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

写
真
で
紹
介
し
た
収
蔵
庫
は
関
地
区

（旧
上
浜
村
）

の
方
々
が
建

て
た
も
の

で
、
「
関
村
伝
来
文
書
」

一
二
０
三
点

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
史
料
は

関
村
肝
煎
の
須
円
家
か
ら
戦
後
同
地
区

に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
関
財

産
管
理
組
合
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
地
区
郷
上
史
研
究
会
は

『
象
潟

町
関
地
区
郷
上
史
資
料
集
』
を
刊
行
し

て
い
ま
す
。

※

「
関
村
伝
来
文
書
」
等
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
象
潟
町
教
育
委

員
会
を
通
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
８
〇

一
八
四
―
四
三
‐
三
二
〇
〇
）

市
町
村
史
料
保
存
に
関
一す
一る
●
●

・　

・
・

●
実
一務
一担
一当
一者
一一・・一一一会

市
町
村
史
料
保
存
に
関
す
る
実
務
担

当
者
会
議
が
、
平
成
七
年
六
月
二
十
二

日
当
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
、

県
内
各
市
町
村
で
史
料
保
存
を
担
当
し

て
い
る
方
々
の
情
報
交
換
の
場
を
持
ち

た
い
と
思
い
、
開
館
の
年
か
ら
検
討
を

重
ね
、
よ
う
や
く
今
年
度
に
第

一
回
の

会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
議
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

０
伝
達
講
習
Ｉ

「史
料
整
理
の
諸
問
題
」

同
Ⅱ

「
史
料
保
存
の
改
善
に
つ
い
て
」

０
全
体
協
議
①
史
料
の
保
存

・
利
用
の

改
善

・
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
②
市
町
村
史
編
さ
ん
後
の
史
料
の

整
理
の
在
り
方
に

つ
い
て

（
Ｉ

・
Ⅱ
、

全
体
協
議
と
も
各
九
十
分
）

県
内
六
十
九
の
う
ち
三
十
五
市
町
村

か
ら
五
十
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
伝
達
講
習
で
は
県
外
の
施
設
と
当

館
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
情
報
提
供
を

行
い
、
全
体
協
議
で
は
県
内
の
各
機
関

で
実
際
に
史
料
保
存
を
担
当
し
て
い
る

方
々
か
ら
具
体
的
な
事
例
の
紹
介
が
あ

り
、
充
実
し
た
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
の

「公
文
書
館
懇
談
会
」

で
、
当
館
は

「古
文
書
の
場
合
県
内
の

中
央
文
書
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す

べ
き
」
と
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

（た
よ
り
二
号
参
照
）
。
「
中
央
文
書
セ

ン
タ
ー
」
の
役
割
を
担
う
に
は
ま
だ
ま

だ
力
不
足
の
感
が
あ
り
ま
す
が
、
少
な

く
と
も
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
役
割

は
今
後
と
も
持
ち
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

(7)
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当
館
で
は
左
記
の
要
領
で
専
修
講
座

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
古
文
書
解
読
の
基
礎
的

な
知
識
が
あ
る
方
を
対
象
と
す
る
も
の

で
、
当
館
所
蔵
の
近
世
文
書
を
テ
キ
ス

ト
と
し
て
歴
史
の
実
証
的
な
方
法
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
古
文
書
活
用
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
の
も
の
で
す
。

日
時
　
十

一
月
二
八
日

・
二
九
日

各
午
後

一
時
半
～
四
時

会
場
　
秋
田
県
公
文
書
館
　
一二
階

多
目
的
ホ
ー
ル
、
及
び
研
修
室

（そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

一
日
に

二
講
座
、
計
四
講
座
を
実
施
し

ま
す
）

定
員
八
〇
名

講
師
　
当
館
職
員
が
担
当
し
ま
す

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
住
所

。
氏

名
を
明
記
の
上
、
個
人
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
返
信
用
の
は

が
き
を
受
講
者
カ
ー
ド
と
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
往
復
葉
書

で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
会

場
の
都
合
に
よ
り
定
員
に
達
し

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
　
一Ｔ
Ｏ

一
〇

秋
田
市
山
王
新
町

一
四
―
三

一

秋
田
県
公
文
書
館

古
文
書
解
読
講
座
係

申
込
期
限
　
十
月
二
三
日

経
費
そ
の
他
　
参
加
料
は
無
料

で
す
。

当
日
受
講
者
カ
ー
ド
を
受
付
に
提
出

し
て
下
さ
い
。

講
座
内
容

講
座
①

「佐
竹
義
和
の
逝
去
に
つ
い
て
」

「
渋
江
和
光
日
記
し
　
　
湊
健
三
郎

講
座
②

「
大
館

。
十
二
所
境
塚
に
つ
い

て
」
翁
覚
」
「手
形
写
）

伊
藤
勝
美

講
座
③

「
秋
田
領
絵
図
書
き
誤
り
訂
正

に
つ
い
て
」
「
享
保
三
年
見
嘗
山
御

国
絵
図
御
用
抜
書
帳
し

越
中
正

一

講
座
④

「戊
中
戦
争
の
戦
況
等
に
つ
い

て
」

翁
慶
応
四
辰
年
在
陣
往
復
文

書
」
）
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
保
男

（古
文
書
課
　
須
藤
　
謙
吉
）

―

一
般
頒
布
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
―

本
誌
４
頁
末
尾

に
紹
介

の
刊
行

本
予
約
手
続
き
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。刊

行
本
の
概
略

①
刊
行
計
画
　
４
頁
図
表
の
全
十
二

巻
を
年

一
朋
刊
行

（途
中
年
二
朋

刊
行
の
場
合
も
あ
る
）

②
体
　
裁
　
Ａ
５
判
　
上
製
ク
ロ
ス

張
り
　
約
九
百
頁

③
記
載
内
容
　
基
本
活
字
１０
ポ

毎
頁

一
行
四
十
五
字
×
十
五
行
×

一
段
組
　
全
頁
句
点

つ
き

予
約
等
の
方
法

①
予
約
申
込
　
平
成
八
年

一
月
十
九

日
ま
で
に
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所

。

氏
名

・
送
付
先

・
冊
数
を
明
記
し

て
申
込
む
こ
と
。

○
申
込
先
　
秋
田
市
山
王
新
町
十
四

―
三
十

一　

秋
田
県
公
文
書
館
内

「和
光
日
記
頒
布
会
」
あ
て

②
代
金
振
込
　
平
成
八
年

一
月
二
十

一
日
ま
で
に
次

へ
振
込
む
こ
と

○
郵
便
振
替
□
座

秋
田
〇
二
五

一〇
―
五
‐
五
七
三
二

「和
光
日
記
頒
布
会
」

○
価

　

格
　
第

一
巻

七
千
五
百
円

（送
料
込
み
）

○
発
送
時
期
　
平
成
八
年
四
月
中

公
文
書
館
だ
よ
り
　
第
一一一号

編
集
発
行
　
秋
田
県
公
文
書
館

〒
〇
一〇
　
秋
田
市
山
王
新
町

一
平
成
七
年
十
月
二
日
発
行

（表
紙
題
字
　
寿
松
木
　
毅
）

四
―
三

一　
０

（〇
一八
八
王
全
ハ
ー
八
三
〇

一

印
刷
　
　
太
陽
印
刷
株
式
会
社

鑽
耗
靱
笏
聰
饂


